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様式第２号（第５条関係） 

令和５年度第２回久喜市介護保険運営協議会会議録 

発 言 者 ・ 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

○青木課長 本日は公私ともお忙しい中ご出席を賜りまして誠にありがとうござい

ます。只今から令和５年度第２回久喜市介護保険運営協議会を開催させていた

だきます。私は本日司会を務めさせていただきます青木と申します。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。それでは、秋本会長からご挨拶を賜りたいと存じ

ます。秋本会長よろしくお願いいたします。 

○秋本会長 ≪会長挨拶≫ 

○青木課長 会長ありがとうございました。それでは会議に入ります前に、出席委

員についてご報告申し上げます。事前に渋谷委員、廣瀬委員、新井委員につき

ましては本日欠席のご連絡を頂いております。現在、出席されている議員の方

は 16名ということで、定数 20人の過半数に達しておりますことから、本協議会

は、久喜市介護保険条例第 15 条第２項の規定により、成立いたしますことをご

報告申し上げます。 

次に、傍聴者ですけれども、現在のところ傍聴者はおりません。なお、株式

会社ぎょうせいの職員３名が参加しております。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

それでは、開会に先立ちまして、委嘱式を開催させていただきたいと存じま

す。これまで委員を務められました増田委員ですが、定年退職されたことに伴

い、６月 30 日付で退任をされました。そのため、新たに社会福祉法人徳寿会さ

んから、７月１日から同じくしょうぶの里の施設長を務められております、近

藤様を、当協議会の委員としてご推薦を頂きました。つきましては、戸ヶ崎福

祉部長から近藤様に委嘱状の交付をさせていただきたいと存じます。近藤様に

おかれましては、恐れ入りますがその場でご起立くださいますようお願いいた

します。 

≪委嘱状交付≫ 

ありがとうございました。続きまして、今回、本協議会委員をお引き受けい

ただきました近藤委員よりご挨拶を頂きたいと存じます。近藤様よろしくお願

いいたします。 

○近藤委員 ≪近藤委員挨拶≫ 

○青木課長 ありがとうございました。以上をもちまして委嘱式を終了とさせてい

ただきます。 

続きまして、本日の資料につきまして確認をさせていただきたいと存じま

す。事前に郵送いたしました資料ですけれども、次第、それから資料の概要に

ついて。次に、議事（１）の資料が 1-1、1-2。議事（２）の資料が資料２でご
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ざいます。次に、議事（３）の資料が資料 3-1 から 3-2。議事（４）の資料が資

料 4-1 から 4-3 でございます。最後に、議事（５）の資料が資料 5-1 から 5-5。

議事（６）の資料が 6-1 から 6-3 でございます。以上全部で 18 点でございま

す。大変恐縮なのですけれども、ここで資料番号の修正をお願いしたいと思い

ます。右上に資料 4-1-4 と書かれております、「令和５年度予算書（久喜東・

菖蒲・栗橋・鷲宮地域包括支援センター）」の資料なのですけれども、こちら

の手違いで、資料 4-2-3 が正しい資料の番号となりますので、訂正をさせてい

ただきたいと思います。誠に申し訳ございませんがよろしくお願いいたしま

す。また、当日資料といたしまして、先ほど委嘱がございました、近藤委員の

お名前が記載されました新たな久喜市介護保険運営協議会委員名簿と、令和５

年６月に発行いたしました緑色の介護保険サービスガイド、製本いたしました

令和４年度久喜市高齢者実態調査報告書、こちらを机の上にお配りしておりま

す。それから、質問票でございます。資料に不足がある方、もしいらっしゃい

ましたら、挙手を頂きたいと存じます。よろしいでしょうか。ありがとうござ

います。 

本日の議事（４）、（５）、（６）につきましては報告事項となっておりま

すので、お時間の都合上、事務局から報告・説明のみとさせていただきたいと

存じます。ご質問がございましたら、質問票に記載いただきまして、７月 28 日

の金曜日までに事務局宛に、電子メールもしくはファックスをお送りいただけ

ればと思います。ご質問に対する回答につきましては、会長・副会長に協議を

させていただいた上で、９月上旬を目途に、皆様にご回答させていただきたい

と存じます。 

それでは続きまして、会議の公開及び会議録の作成等について説明をさせて

いただきます。久喜市では、久喜市審議会等の会議の公開に関する条例に基づ

き、会議は原則公開とし、傍聴することが可能となっております。また、会議

録を作成し公開することとなっておりますことから、本会議におきましても、

発言者の氏名を含め全文記録方式で会議録の作成を行いたく、録音につきまし

てご了解を頂きたいと思います。これに伴い、発言者の皆様はマイクを使用し

ての発言にご協力をお願いいたします。 

それではこれより本日の議事に移らせていただきます。ここからは、久喜市

介護保険条例第 15 条第１項の規定により、会長が議長となり議事を進めていた

だきたいと存じます。それでは秋本会長よろしくお願いいたします。 

○議長(秋本会長) それでは早速、議事を進めたいと思います。本日の議事は承認が

必要な案件が３件でございます。本日も引き続き新型コロナウイルス感染予防

のため、議事が円滑に進行できますよう、皆様のご協力をよろしくお願いいた

します。 

最初に、本日の会議の議事録署名委員を指名させていただきます。前回に引

き続きまして名簿の順で茨木委員さん、それから宮澤委員さんにお願いしたい

と思います。よろしいでしょうか。 

   ≪茨木委員、宮澤委員了承≫ 



3 

 

○会長 ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

それでは本日の議題に移りたいと思います。議事（１）地域密着型サービス

事業所の指定更新について、事務局からの説明をお願いします。 

○佐藤係長 介護保険課保険料給付係の佐藤でございます。着座にて失礼いたしま

す。議事（１）地域密着型サービス事業所の指定更新についてご説明をいたし

ます。初めに、前回、令和５年度第１回の介護保険運営協議会にて、地域密着

型サービス事業所の指定更新に係る資料の確認状況について、○○にて確認と

いう根拠の表記が不要ではないかとのご意見を頂きました。こちらにつきまし

ては、過去の議事録も確認させていただきましたけれども、昨年の８月の本協

議会におきまして、確認状況であるから、何で確認したのかをわかるように書

くべきとのご意見を受けまして、追加した記載項目でありまして、事務局とい

たしましても、ご指摘のとおりであると考えております。つきましては、引き

続き記載してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

≪資料１-１，１-２に基づき説明≫ 

○議長(秋本会長)  ありがとうございました。ただいま、議事（１）につきまし

て、事務局から説明がございました。これについて何かご質問のある方は挙手

でお願いいたします。ご質問・ご意見なしということでよろしいでしょうか。

ありがとうございます。 

それではまず議事（１）は本協議会の承認を頂きたい事項ということでござ

います。１つ目の地域密着型通所介護デイサービス ポケットの事業所の指定

更新について、本協議会として承認するということでよろしいでしょうか。 

≪委員了承≫ 

ありがとうございます。承認です。 

それでは２つ目の認知症対応型共同生活介護 愛の家グループホーム久喜吉

羽の事業所の指定更新について、本協議会として承認するということでよろし

いでしょうか。 

≪委員了承≫ 

ありがとうございます。それでは承認でございます。 

議事（１）は以上でございます。 

続きまして、次の議事に移りたいと思います。議事（２）令和５年度介護予

防支援業務委託契約事業所について事務局からの説明をお願いします。 

○加納補佐 高齢者福祉課地域包括支援係の加納と申します。よろしくお願いいた

します。着座にて失礼いたします。 

   ≪資料２に基づき説明≫ 

○議長(秋本会長) ありがとうございました。ただいま、議事（２）につきまして、

事務局からの説明がございました。これにつきましてご質問等ある方は挙手を

お願いいたします。ご質問ないということでよろしいでしょうか。議事（２）

は本協議会の承認を頂きたい事項ということでございます。令和５年度介護予

防支援業務委託契約事業所について、本協議会として承認するということでよ

ろしいでしょうか。 
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≪委員了承≫ 

ありがとうございます。承認でございます。 

それでは議事（２）は以上でございます。 

次の議事に移りたいと思います。議事（３）久喜市高齢者福祉計画・第９期

介護保険事業計画骨子等について、事務局からの説明をお願いします。 

○門井主幹 介護保険課の門井と申します。着座にて失礼いたします。 

      ≪資料３-１，３-２に基づき説明≫ 

○議長(秋本会長)  ありがとうございました。ただいま、議事（３）について、事

務局から説明がございました。これにつきまして、ご質問あるいはご意見等ご

ざいましたら挙手の上、発言を願います。板橋委員さんどうぞ。 

○板橋委員 久喜市高齢者福祉計画の、一番最後なのですけれども、施策体系の修

正案というのがあり、そこの一番左側のところに基本理念というのがありま

す。基本理念で、「高齢者が いつまでも 住み慣れた地域で 健幸（けんこ

う）で 安心して暮らせるまち」というようにうたわれていますけれども、こ

の「健幸（けんこう）で」というのは、普通辞書にはこのような漢字表記では

書いていないですよね。ということは、この言葉を出した理由っていうのは何

かあるのですか。今お話を伺っていたら、この前の時には「健やかにいきいき

と」というのを、「健幸（けんこう）」と直したようだし、当て字をするのだ

ったら、当然鍵括弧にするとか、何らかのことをしないと。公文書にこういう

当て字を堂々と出すということが私はよくわからないのですけれども、何かこ

れは理由があるのですか。以上です。 

○議長(秋本会長)  事務局回答をお願いします。 

○門井主幹 ご質問ありがとうございます。この基本理念につきましては、現在の

第８期計画の基本理念から使用しているもので、それを引き継いでいくという

ことでご説明いたしましたが、この健幸（けんこう）という当て字の部分なの

ですけれども、先ほどご説明の中で触れさせていただいておりますが、本市

で、健幸スポーツ都市宣言というものを宣言しておりまして、その中でこの

「健幸（けんこう）」という当て字を使用しているもので、「健康に幸せに」

というような意味合いもあるかと思うのですけれども、その都市宣言に合わせ

てと言いますか、それに倣って、ここでは「健幸（けんこう）」という文字、

この当て字を使わせていただいております。第８期計画のものを引き継ぐとい

うことで、引き続き使わせていただいております。 

○議長(秋本会長) はい。板橋委員さんどうぞ。 

○板橋委員 すみません。当て字を使うこと自体を私は否定しているのではなく

て、やはり公文書ですので、当て字だっていうことがわかるように、誰が見て

もわかるような形の説明なり何なりというのがあって然るべきではないかとい

うように思ったのです。第８期でやったから、またこれでいいのではなくて、

何故やはり「健幸（けんこう）で」というこの字を使うのか、もう少し別な言

葉というのはあるように、私は思うのですけれども、構わないのでしょうか。

小学校や中学校で「健幸」と書いたらバツになりますよね。以上です。 
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○議長(秋本会長) はい。事務局どうぞ。 

○門井主幹 はい。上手なご説明ができなくて申し訳ございませんが、ご意見いた

だきましたとおりで、普通に「健康」にこの字を使うとバツになると思います

ので、使った意味合いというのを、計画の中で、※印等で説明になるかどうか

わかりませんが、ご説明を加えるように検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長(秋本会長) そうすると、この「健幸（けんこう）」という意味を何かどんな

表現かわかりませんけれども、活字で明記するということですね。 

○門井主幹 そういう方向性で検討してまいりたいと思います。 

○議長(秋本会長) その方向でぜひ検討してください。他の委員さんも、「健幸（け

んこう）」って聞いたことないと思うのですよ。他の計画で使っているから使

いましたと言っても、皆さん知らないというのがほとんどだと思うのです。で

すからぜひその方向で、この「健幸（けんこう）」の、やはり行政の思いがこ

もっていると思うので、よくわかるように記載していただきたいと思います。

板橋委員さんそういうことでよろしいでしょうか。 

○板橋委員 はい。 

○議長(秋本会長) ありがとうございました。他に質問ございますでしょうか。茂田

委員さん。 

○茂田委員 「80 歳の壁」というのを書いた方がおられまして去年ベストセラーに

なりました。それも「幸齢者」になっていました。ですから最近、今健康でい

られる高齢者の方は幸いという字で「幸齢者」って使っていますので、そんな

のも兼ねているのかなって私は思ったのです。「80 歳の壁」っていうのは、和

田先生が書いていますので、読まれるといいかと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長(秋本会長) ご意見ということでよろしいですね。ありがとうございます。他

にご質問・ご意見等ございますでしょうか。宮澤委員さん。 

○宮澤委員 １点確認したいのですけれども、資料 3-1 なのですが、こちらの７ペー

ジ。施策体系の修正案ということで今ご説明があったのですけれども、基本目

標３と基本目標４については、よりイメージが伝わりやすい表現、他の基本目

標と比較して云々とありますけれども。説明を受けたのですが、例えば３ペー

ジの総合振興計画等の動向の中の、第２章総合振興計画の実現に向けて、ここ

の基本目標の３番目。「いつまでも安全・安心」、安全・安心がセットでくっ

ついています。それから、第８期の時も、この基本目標の３番目には、「安

心・安全のまち」と、安心・安全がセットでついていたのですけれども、今

回、よりイメージが伝わりやすいということで、この３番のところは安心を取

ったと。やはり安全よりも、私は安心感のあるまちの方が、精神的にはいいの

かなという気がして、何故「安心」を取ったのかという疑問を持っているので

すが、その辺、何かご説明があればお伺いしたいと思います。よろしくお願い

します。 

○議長(秋本会長) 事務局お願いします。 
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○門井主幹 申し訳ございません。今のご質問でございますが、この基本目標３番

につきましては、以前のものが先ほどおっしゃられましたとおり、「安心・安

全のまち」ということで、以前こちらの協議会の方で、漠然としているという

ご意見を頂きまして、検討をさせていただきました。その中で、検討過程で何

かどうしてもという理由があったかどうか、今となっては、うまくご説明がで

きないのですけれども、「安心」を取りまして、資料としてこの案、「安全で

誰もが住みやすいまちをつくる」ということでお示ししたものでございます。

ただいまご意見を頂きまして、確かに「安心」がまず先に来るのかなと。安全

もそうなのですけれども、そういった安心ということにそういう意味合いがあ

るかと思います。また、その次に続きます、施策の方向性につきましても、災

害の関係ですとか、感染症の関係ですとか、高齢者にやさしいまちづくりとい

うことで、１つ目は高齢者の権利擁護・虐待の防止の関係もありますけれど

も、安心・安全というものの施策になっているかと思いますので、こちらにつ

きましては「安心」という文字ですね、ぜひ加えさせていただければと思いま

す。 

○議長(秋本会長) ありがとうございました。「安心」がつくということで事務局の

方から修正したいというお話が出ました。これについては他の委員さんもどう

でしょうか。「安心」を付け加えるということについて、そういう方向でよろ

しいですか。ありがとうございました。皆様の賛同が得られましたので、協議

会としても「安心」を付け加えていただきたいと思います。ありがとうござい

ました。他にご質問、ご意見ございますでしょうか。はい。高田委員さん。 

○高田委員 資料 3-1 の中にある、一番最後の７ページなのですが。2040 年への備

えは、主に基本目標４に掲げる施策の推進を通じて達成すべき事項とし、施策

体系では明記しませんというようにあるのですけれど、2040 年への備えってい

うのは、何なのでしょうか。それは施策体系の中で明記しないということであ

れば、どこに記載されるのでしょうかというのが１つの質問です。それに関連

するのですけれど、3-2 の４ページ。第９期の計画の期間なのですが、これは、

2024年から 2026 年ですと。2025年に団塊の世代が 75歳のピークになるので、

次は、高齢者人口がピークを迎える令和 22 年、2040 年。2040 年への備えって

この 2040 年と同じものを、意味しているのだと思うのですが、中長期的な視点

から施策の展開を図ることにしていますになるのですか。先ほどと関連するの

ですけれど、中長期的な視点 2040 年、そもそも高齢者人口が 2040 年にピーク

を迎えるという何かシミュレーションがあるのですか。ここでは提示しないの

ですかということがまず１つ。同時に中長期的視点で、具体的ではないのかも

しれませんが、2040 年に向けて、今からやらなければならないことは何なので

すかというのは、ここに書かれるということでよろしいですか。もしくはどこ

かに書かれているのですか。全部で４つ質問なのですがよろしいですか。 

○議長(秋本会長) 以上４点でよろしいですか。事務局お願いします。 

○門井主幹 ありがとうございます。まず、資料 3-1 の７ページ、施策体系の基本方

針を削除したという部分で、基本方針に 2040 年の備えというものがあったので
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すけれども、その 2040 年といいますのが、国の資料ですと 2025 年とセットに

なっている場合が多いのですけれども、まず 2025 年、令和７年という年は、団

塊の世代が全員 75 歳以上となる年でございまして、2040 年といいますのは、団

塊ジュニアの世代が 65 歳以上になるということで、これまでも国の指針等で、

2025 年と 2040 年というのはセットで「2025 年を見据えて」とか、「2040 年に

向けた中長期的な視点で施策を進めていく必要があります」というような表現

で今までも使われてきている表現でございます。施策体系の方にはこれまで基

本方針で 2040 年の備えということで、確かに明記をしていましたが、そちらは

他の計画に倣って、削除したいという考えで省いております。一方で、ご質問

いただきましたが、その 2040 年の備えというのはどこに記載されるのかという

部分でございますが、基本目標４の方で掲げていく施策の中で、2040 年という

のは先ほど申し上げた通り、団塊ジュニアの世代が 65 歳以上になって、日本全

国で見ますと、高齢者人口がピークになるということで、その時には当然、生

産年齢人口が少なくなるということから、国全体の話にはなりますが、高齢者

１人に対して支えていく生産年齢人口が、高齢者が多い中で減ってしまうとい

うことで、そういったことに向けて、施策を展開していかなければならないと

いう、2040 年が中長期的視点のゴールになるのはそういった意味合いになって

おります。ご質問ですけれども、3-2、４ページに同じくその 2040 年に向けた

中長期的視点というのがございますけれども、2040 年に向けては、高齢者がこ

れからどんどん増えていく中で、それに備えた施策を展開していかなくてはな

らない。介護人材の不足というのも既に言われていますので、介護人材を増や

していったり、高齢者が増えたりすれば、場合によっては介護保険サービス等

も充実しなくてはならない。そういったことも出てくるかと思うのですけれど

も、2040 年に向けて、施策を展開していく必要がありますというイメージで、

第７期、第８期、第９期ということでその下に矢印がついておりますけれど

も、この歴代の計画にも、このような計画の期間ということで表示をしており

まして、それを引き継ぐという形で、この４ページにはそのイメージ図という

ことで掲載しております。よって、今回第９期計画ということで令和６年から

令和８年までの計画を定めていく部分でございますので、現時点で 2027 年以

降、令和９年以降になりますけれども、どのような施策を展開するというとこ

ろまで私の中でもまだ考えていない部分でございますが、国としましても、ま

ずは 2025 年、団塊の世代が 75 歳以上になる年を見据えて、施策を展開してま

いりましたので、第９期計画の２年目になった時に、おそらく次の 2040 年に向

けた国の方針というものもどんどんと定まって市の方にも下りてくるのではな

いかと考えております。回答が漏れているものは何かございますでしょうか。 

○高田委員 すみません。何かおっしゃっていることがよくわからないのですが、

2040 年の備えっていうのは、何か具体的に示されているものがあるのですか。

こういうふうに備えなければならないとか、施策体系では明記しませんとあり

ますが、2040 年というのは先ほどおっしゃったように、団塊の世代の子どもが

65 歳になるという。先ほどの説明と少し違っているのですけれど。少し違うと
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思ったのは素案の１、3-2 の６ページ。2040 年に、生産人口というのは確かに

減っていますが、それ以降も減ってくるのです。ただ、高齢者の人口が全体の

人口からすればピークなのが 2040 年ということなのですか。いずれにしても、

生産人口、高齢者を背負う人口は 2040 年以降も、引き続き減っていくというこ

とでいいのですよね。 

○門井主幹 そうです。あくまで推計にはなっておりますが。 

○高田委員 そうすると、別に 2040 年を否定するわけではないです。中長期的に何

か、ゴールが必要だと思うのですが。おっしゃっていることがちょっと違うな

というのがまず１点。要はその 2040 年という中、中長期的なものを見据えるの

であれば、３年で更新するのはわかるのですけれど、2040 年にどういう備えを

しなければならないのですか。こういう施策を打っていかなければならないの

ではないですか。久喜市が提言することではないのかもしれませんが、例えば

外国人をもっと介護の中にも入れていくというような。３年ごとにやる施策並

びに介護保険料というのを決めるためだけに、何か更新をやっているだけで、

本当に中長期的なことを、そこを知りたいのです 2040 年の備え。それと、それ

に対して中長期的にどういう施策を考えているのかという。それは何かありま

すか。同じことを繰り返して申し訳ないのですけれど。もしくは国から示され

ているものありますか。 

○門井主幹 特に 2040 年に向けて具体的なものはないのですけれども、繰り返しの

ご説明でご説明にならないかもしれないのですけれども、2040 年に団塊ジュニ

アの世代が 65 歳を迎えて、高齢者の人口はピークになると予想されます。国の

方としても、2025 年の次は、2040 年を見据えてということで、今までも市町村

の介護保険事業計画のガイドラインであります、基本指針の方でも、2025 年の

ことと 2040 年のことは言っておりまして、高齢者人口がどんどん増えていく中

で、それに備えて、何ができるかというところで、各市町村によりますけれど

も、地域の人口の動態ですとか、介護ニーズの見込み、そういったものを踏ま

えて、計画を策定する必要があるということで、国の方としては示しておりま

す。あと、介護人材の確保のところで、外国人というお話を頂きましたが、コ

ロナ禍の関係で、一時期、外国人が日本に来られないというようなことがあり

ましたけれども、それも落ち着きましたので、国の指針でも、介護人材の受け

入れということで、外国人材の受け入れというところが、新たに追加をされて

いるのを確認しております。 

○議長(秋本会長) ちょっと議論が錯綜しておりますが、確認します。高田委員さん

がお知りになりたいのは、2040 年問題と記載があるけれども、その具体的備え

は何かと。その具体的施策は何かと。それがあるかどうかということですね。

何かその備えとか施策があるのかと。 

○高田委員 ４ページにも中長期的視点ってあるのですけれど、中長期視点って何

なのか。外国人労働者を増やしていきますと。将来的には、これだけになりま

すというそういう方針なり、視点があるのかないのか。 

○議長(秋本会長) ちょっと高田委員その前に戻ります。今外国人労働者問題にまた



9 

 

意見が飛んでしまいましたけれども、具体例の１つでしょうからその前に基本

に戻って、2040 年問題の備えとか施策とは何かということをまず１件、これを

終わりにしましょう。今事務局ですぐ回答が出ないのであれば、ちょっとお時

間を頂いて、その辺を整理していただけますか。2040 年の備えか、あるいは施

策がないならないで、ないって言っていただければ、議論が前に進むと思うの

です。ないものを無理に抽象的に言うから余計議論がわからなくなってしまい

ます。もうそれははっきり白黒あるのかって高田委員さんは知りたいわけで

す。そのあたりをお時間頂いて青木課長さんと相談の上、何分か後にご回答い

ただければと思います。それでよろしいですか。さきほどの外国人問題は、個

別具体的な話の例示ですよね。それに対する回答はなしで。ということで、他

の方、ご意見あるいはご質問。茨木委員さんどうぞ。 

○茨木委員 高田委員さんの話と少し重なる部分があるかもしれないのですが。い

ずれにしてもこの文書を作成する時の表現というか、この文書を作成した方で

すね。その方の立ち位置。例えば、2040 年問題の備えといったときに、介護関

係の世界でしたら常識なのかもしれないのですけれど、その背景とか、具体的

なものとかは、知らない方もいっぱいいらっしゃるので、もっとかみ砕いた表

現というか、そういう文章をつくってほしいです。いわゆる逆に言えば文書が

粗いのです。一般の人には理解しにくい。「知っているでしょう」という上か

ら目線での文書作成になっているので、ついていけない文章になっています。

ですから例えば中長期的といっても何だと。団塊のジュニア世代って何だと。

計算してみたら、今 40 歳前後の方が対象になるのかなと。ですからもっとかみ

砕いて文章を作成していただきたい。そうでないと、粗い文章で終わって、理

解がついていかないというようになってしまいます。次回も会合があるかと思

うのですが、もうちょっと文章を練っていただきたいと思います。これはちょ

っと理解しにくいですから、さっき文書のお話の中にありましたように、※印

とか備考ということで追記していただく。やはりそういう丁寧さがないと、こ

の協議会は、ただ上から事務局が説明して終わってしまいます。だから議論が

深まらない。断片的な形で終わってしまうと思いますので、ぜひこの文書作成

にあたって多くの方が見ていらっしゃるかと思いますので、もっと真剣に、い

ろいろな方がこの会合に参加しているので、理解できるような丁寧な文章表現

をしていただきたいと思います。 

○議長(秋本会長) 今、茨木委員さんから提案です。一般市民から見て 2040 年問題

とか、団塊のジュニア世代とか、福祉のプロならわかりやすいけれど、一般市

民では、読んでも何かわからないと、議論も深まらないと、そういう意見かと

思うので、これをなにかわかりやすい表現で表記できないかとこういうご提案

かと思うのですが、これに対する思い、事務局ありますでしょうか。 

○門井主幹 ご意見のとおりかと思いますので、わかりやすい表現で、既にご提示

したこの素案の１の部分につきましても改めて見直しをするのと、今後お示し

する部分につきましても、わかりやすい表現になりますように、努めてまいり

ます。 



10 

 

○議長(秋本会長) はい、ありがとうございました。それは次回の９月の時に、例え

ば 2040 年問題とはこういう形にしますと。団塊ジュニアとはこういうことです

と、誰が読んでもわかるような表現で提示できるということでよろしいでしょ

うか。 

○門井主幹 はい。第８期計画につきましても、巻末に用語集というページを設け

ております。そういう形にするか、同じページに表示するか、そういうことも

含めて、表現の方わかりやすく、なるようにしてまいります。 

○議長(秋本会長) ありがとうございます。それでは次回案で結構ですから９月の段

階でご提示いただければと思います。茨木委員さんこれでよろしいですか。 

○茨木委員 はい。 

○議長(秋本会長) ありがとうございます。では次の質問どうぞ。 

○茨木委員 それでは内容についてちょっとご質問させていただきたいのですが、

資料 3-2 の総括の 37 ページ。第４節、第９期計画における課題ということで、

（１）（２）（３）と続いているのですが、私は先ほどご説明いただいた人材

確保の状況ということで、26 ページの帯グラフに注目しました。人材確保の状

況として、多少不足、不足しているというのが、52％近く。要するに２人に１

人、10 人に５人は不足しているというデータ分析がされているわけです。これ

を踏まえると非常に重大な課題が示されていると。テレビとか新聞でも再三言

われているので、それが具体的な数字になっているので、この課題について

は、働く人・従事する方が不足しているのでその課題解消は、この第９期計画

における課題になるのではないかというように考えているのですけれど、いか

がでしょうか。 

○議長(秋本会長) 事務局お願いします。 

○門井主幹 はい、ご質問ありがとうございます。今の介護人材の関係でございま

すが、施策体系でも、基本目標４に続く施策の方向性（４）のところで、これ

国の基本指針もある部分でございますが、資料 3-1 の７ページでございます。施

策体系の修正案というところの、基本目標４の介護サービスを確保し、住み慣

れた地域での暮らしを守る、に続きます施策の方向性（４）です。こちらに

「介護保険サービスの質の確保と向上・人材確保と育成」ということで、今後

お示しします施策の方向性の中でも、人材の確保につきましては、施策として

上げる予定でございます。今ご質問・ご提案をいただいた部分なのですけれど

も、確かに大きな問題でございますので、この９期計画の課題ということで、

（４）とするか、順番が変わるかもしれませんが、入れるかどうかにつきまし

ては、次回までに検討しましてお示しさせていただければと思います。 

○議長(秋本会長) ありがとうございます。確認ですけれども介護人材が不足してい

ると。これについてはいわゆる第４節の第９期計画における課題これに盛り込

むかどうかを検討するってことですか。その結果を９月に報告すると。という

ことでよろしいですか。 

○門井主幹 そういうことでよろしくお願いします。 

○議長(秋本会長) ということだそうです。茨木さん、はい。 
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○茨木委員 私から言わせていただければ、検討じゃなくて、待ったなしです。人

材が足りないのですから。だから第９期計画には当然入るべき課題であるし、

第 10 期にも繋がっていくのではないですか。人口が減っているわけですから。

検討ではないと思います。以上です。 

○議長(秋本会長) 茨木委員さんから強い意見がございましたので、その意見も踏ま

えて、活字が手元にないでしょうから、このように検討しましたと結果を９月

に教えてください。強い意見がありました。検討ではないだろうと、今更とい

うことも踏まえて９月に回答をお願いしたいと思います。はい、どうぞ。宮地

委員さん。 

○宮地委員 恐れ入ります。私たちは介護の事業所をやっておりまして、やはり、

人材の不足というのがすごく問題になっておりまして、久喜市でもそういう困

っている施設というのはいっぱいあると思います。聞くとやはり、今コロナも

終わって、制限がなくなったので、いろいろな企業が人を集めてらっしゃる。

他のいろいろな企業さんも、人材を必要としている。果たして、介護人材がこ

ちらに来てくれるかどうか。こういう施設やいろいろな事業所さんに。そうい

う問題があります。やはりどこの施設も、人手不足は多少なりともあると思い

ますし、東北の方とかに行きますと、もう人材が不足してしまって、利用者さ

んはいらっしゃるのですけれども、定員を減らさざるを得ない。人材が不足し

て。今、東北の方でそれで潰れてしまう施設もあるそうなので、そのうちにこ

ちらの方もそういう影響が強く出て来るのではないかというのを、非常に事業

所の方は懸念をしております。ですからやはりおっしゃるように、人材が不足

しているということは、非常に大きな問題だと思っております。だから、外国

人の方ももちろん来ていただいていいと思うのですけれど、やはりコミュニケ

ーションが難しいので、良い方が来てくれるそうなのですけれど、生活の援助

とか、そういうものにやはり手がかかって、お金もかかると、そういう感じに

なっているということらしいです。以上です。 

○議長(秋本会長) はい、ありがとうございました。ただいま、現場を預かる宮地委

員さんからも、茨木委員さんと全く同感であると、このような強い意見が出ま

した。事務局もその辺を踏まえて課題としてどう取り扱うのか。検討のほどよ

ろしくお願いいたします。近藤委員さん何かございます。今日初めて見えまし

たけれど、施設を預かっている立場として、人材不足という声が、茨木委員さ

ん、宮地委員さんから出ましたけれども、どうぞ思いの丈をせっかくの機会で

ございますので、一言ご発言お願いします。あったらで結構です。 

○近藤委員 今日初参加ということで僭越ですけれども、人材確保というところで

はやはり、当施設も苦慮しているところでございます。募集なりいろいろなと

ころに網を張るというか、求人を出しても、やはり人が応募をしてこない。当

施設も新卒採用もここ２年ぐらいないような状態でして、中途で採用していま

す。うちの一番の問題は、紹介会社に頼って入職させるというところに対応せ

ざるを得ない。となると、紹介手数料というのがかなり負担になっているとい

うところが、今一番問題になっておりますので、人材確保というところでは、
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今いる人材を何とか辞めさせないような、退職をさせないような、施策を考え

ているという現状です。 

○議長(秋本会長) はい。ありがとうございました。３人の委員さんから、やはり現

場が非常に大変だという意見が揃って出ましたので、青木課長何か思うところ

があったら一言お願いします。 

○青木課長 先ほどの事務局からの回答の中で、誤解を招くというような説明とな

ってしまったようですけれども、決して第９期のこの計画の中で、介護人材の

確保等についての施策を盛り込むか盛り込まないかという、それを検討すると

いうわけではなくて、第８期計画でも既にその介護人材の確保についての施策

というのは盛り込んでおります。９期についても、もちろん先ほど複数の委員

さんからもご意見を頂いているように、介護人材の不足というのが問題になっ

ているということは、もちろんこちらとしても重々承知をしておりますので、

久喜市でできること、久喜市だけではなくてやはり国に働きかけをしなくては

いけないこととかもあるとは思うのですけれども、もちろん９期計画について

も、その介護人材の確保等についての施策については、記載と言いますか、政

策を進めていくということで考えております。ただどういった介護人材の確保

についての具体的な施策と言いますか、そういったところを、どのようにその

計画の中に盛り込むのかということについては、これから検討させていただく

というような意味で、先ほど回答をしたのですけれども誤解を招くような言い

方だったかもしれませんので、改めてここで、回答させていただきます。 

○議長(秋本会長) はい。ありがとうございました。大体出尽くしましたか。議事

（３）についてはよろしいですか。他に質問はなしということで。先ほどの高

田委員さんについての宿題はどうなりましたでしょうか。まだ時間がかかりま

すか。2040 年問題の備えとか施策とか、具体的にはあるのかないのか。 

○青木課長 先ほどの 2040 年への備えについてなのですけれども、具体的な施策と

いうところまでは、まだこちらとしても決まっていないというような状況で

す。ただ、国からも示されているように、介護人材の確保というのが１つとし

てありますが、それだけではなくて、高齢者による社会参加、後は介護予防と

か認知症予防とかということで、年齢を重ねても、なるべく介護が必要になら

ないような状態を長く続けられるような、介護を必要とする前の介護予防の段

階での施策といったものを推進していく必要があるというように考えておりま

す。 

○議長(秋本会長) はい。ありがとうございました。高田さん、今のところだとこう

いう回答が精一杯でございます。よろしいですか。次に行って。 

○高田委員 今おっしゃったことは、第９期の中の、大きなところで記載されると

いうことですか。 

○議長(秋本会長) 事務局お願いします。 

○青木課長 大きく 2040 年への備えということで記載をするという形は、まだ考え

てはいないのですけれども、計画の中で施策の方向性というところでいろいろ

な施策を具体的に上げていくのですけれども、その上げていく施策というのが
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2040 年に向けての備えというものも含めた形での施策というように、こちらと

してはその計画に盛り込んでいくというように、現状では考えております。 

○議長(秋本会長) はい。ありがとうございました。これについてはよくわからない

部分もあるので、夏休みの宿題ということで。９月にできればペーパーで出し

ていただければ整理して、参加の委員さんの皆様もわかりやすいかと思うので

す。夏休みの宿題ということで、９月にペーパーを出していただきたいと思い

ます。 

この議事（３）につきましては、この協議会の承認を頂きたいということで

ございます。それではこの久喜市高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画骨

子等について、本協議会として承認するということで、皆さんよろしいでしょ

うか。 

≪委員了承≫ 

はい、ありがとうございました。全員の承認を頂きました。それでは議事

（３）は以上でございます。 

続きまして、報告事項に移ります。議事（４）令和４年度地域包括支援セン

ターの事業等についてに移ります。事務局の説明をお願いします。 

○加納補佐 地域包括支援センターの運営状況等についてご説明させていただきま

す。≪資料４-１から４-３に基づき説明≫ 

○議長(秋本会長) はい。ありがとうございました。続きまして報告事項（５）令和

４年度介護保険事業の概要等についてに移ります。事務局の説明をお願いしま

す。 

○小島補佐 介護保険課課長補佐兼介護認定係長の小島です。よろしくお願いいた

します。着座にて失礼いたします。令和４年度介護保険事業の概要等について

ご説明させていただきます。≪資料５-１から５-３に基づき説明≫ 

○議長(秋本会長) はい。ありがとうございました。続きましても報告事項でござい

ます。議事（６）高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画進捗状況について

に移ります。事務局説明をお願いします。 

○門井主幹 議事（６）でございます。 

≪資料６-１から６-３に基づき説明≫ 

○議長(秋本会長) はい。ありがとうございました。それでは、議事（６）は以上で

ございます。これで議事はすべて終了いたしました。議長の職を解かさせてい

ただきます。ご協力ありがとうございました。茨木委員さん、報告事項につい

ての質問ですか。報告事項の質問は最初事務局から説明があったように、質問

書に書いて回答するということだそうです。そのやり方を変えるということで

すか。私も気になるから行きましょう。どうぞ。 

○茨木委員 資料の 4-1 センター事業実績報告書です。その中の２ページの決算書、

それと次の資料 4-2 の２ページの予算書。決算書と予算書なのですが、単位が円

と千円になっているので、そこの一覧は統一していただけると読みやすいか

と。何かがあって、そのようになっているのか気になりました。 

○議長(秋本会長) 数字の表記の問題ですね。回答後でもいいのですが、すぐ回答が
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できれば事務局ここでお願いします。できなかったらペーパーでも結構です

が。今、回答しますか後にしますか。 

○土屋課長 高齢者福祉課長の土屋です。ただいまのご質問についてご説明いたし

ます。決算に関しましては、円単位での報告とさせていただきまして、予算に

つきましては千円単位での報告とさせていただいております。申し訳ございま

せん。 

○茨木委員 単位は統一できないのですか。 

○土屋課長 はい。単位については統一ができません。決算については細かく円単

位までいくらかかったと。 

○茨木委員 予算書であってもその円単位でできるのではないですか。 

○議長(秋本会長) 議論を整理します。久喜市役所としては予算書はすべて要求の段

階から千円単位なのですね。そういう意味ですね。 

○土屋課長 はい。 

○議長(秋本会長) ただし決算は法律に基づいて円単位で報告しますと。 

○土屋課長 はい。 

○議長(秋本会長) だから変更できないってことですよね。要求レベルからもう既に

なっていると。簡単に言ってしまうと、要求の段階はそういうことですね。よ

ろしいですか茨木委員さん。 

○茨木委員 はい。 

○議長(秋本会長) 以上でございます。本当にこれで職を解かせていただきます。あ

りがとうございました。 

○青木課長 ありがとうございました。続きまして、次第４ その他でございま

す。事務局よりお知らせをさせていただきます。 

○門井主幹 その他というところで、１つご報告をさせていただきます。前回の第

１回運営協議会の議事（５）におきまして、国の動向を委員の皆様にお示しす

るために、社会保障審議会介護保険部会第 106回の資料の 1-1から抜粋したもの

を、資料５として、配布させていただきましたところ、６ページに記載のあり

ました基本指針見直しのポイント案について、第８期から第９期に対して、具

体的にどこが見直しになっているのかを提示いただきたいとの要望を頂きまし

た。この件につきまして、ご説明文とともに、第８期計画の基本指針をベース

とした具体的な見直しの方針案が記載された資料、介護保険部会第107回の資料

の 1-1 を、本日の資料と一緒にお送りさせていただきました。資料の内容につき

ましては、国の審議会で議論している資料でございまして、その基本指針案に

つきましては、現時点でも、正式に市町村まで、まだ下りてきていない段階で

ございます。内容につきましては国で審議している部分であり、現段階も案で

ございますので、ご理解を頂ければと思っております。また今後正式な基本指

針の案という段階ではございますが、７月中に示されるということで、国から

は示されておりますので、基本指針の正式な案が来た場合に、その内容を踏ま

えて、計画の内容を修正させていただいた場合には、次回の運営協議会以降に

ご報告いたしますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 
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 ○佐藤係長 続きまして次回の会議についてお知らせをさせていただきます。第３

回目の会議は令和５年９月 22 日金曜日に、久喜市役所の４階、第４から第６会

議室で予定しております。時間は本日と同じ 13時15分からの予定です。改めて

通知は出させていただきますがよろしくお願いいたします。 

○青木課長 ありがとうございました。それでは本日予定しておりました議事につ

きましてはすべて終了いたしました。閉会にあたりまして、木伏副会長よりご

挨拶を頂きたいと存じます。 

○木伏副会長 ≪副会長挨拶≫ 

○青木課長 ありがとうございました。以上をもちまして、令和５年度第２回久喜

市介護保険運営協議会を閉会とさせていただきます。誠にありがとうございま

した。 
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